北海道ネイチャーゲーム協会
インストラクター養成講習受講推薦基準（案）
この推薦基準は，北海道協会から日本協会へのインストラクター養成講習受講希望者の推薦に際し，一定の基準を設けるために定めるものである．なお，この推薦は単に「受講資格」に関するものであって，インストラクター検定の合格を保証するものではない．
要件
・地域の会等に所属し，1年以上の活動実績を持つこと
・地域の会等の運営委員長名の推薦書を提出すること．なお、推薦書には、指導員手帳のA・B表、およびE表（または「指定された単位数と同等以上の実績を有する」旨の推薦書）を添付すること．

ガイドライン
運営委員長は以下のガイドラインに沿って推薦の可否を検討し，推薦する場合は希望者から提出された書類と推薦書を北海道協会理事長宛に提出するものとする．
1) リーダー研修（6単位）

・最低2単位を取得していること．
2) 地域実践活動I（12単位）

· 最低2単位は日本協会にて実践計画書・自己評価シートにより単位認定を受けること．
· 未認定のアクティビティについては，自己評価シートかバディチェックシートのいずれかを用いて実践報告を作成して提出すること． 

· 12単位のうち、7単位は共通10アクティビティでなくてもよいが，フローラーニングの全ての段階のアクティビティが含まれること．
3) 地域実践活動II／地域実践活動III（34単位／20単位）

· 指導員手帳のE表を提出する．単位の不足分については，運営委員長が根拠とともに示す「指定された単位数と同等以上の実績を有する」旨の推薦書をもってかえることができるものとする．

· 自然体験活動等に関係する社会教育施設職員・自然ガイド・自然学校職員等として合計2年以上の勤務実績を有するものは，「指定された単位数と同等以上の実績を有する」とみなすことができるものとする．
提出された書類と推薦書の内容が基準を満たしていることが確認された場合，道協会理事長は理事会（メール会議を含む）に提案し，意義のない場合は道協会推薦者として日本協会に報告するものとする．
・地域の会等からの道協会理事長への推薦依頼は，インストラクター養成講習の受付締め切り2ヶ月前までとする．
